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＜考察＞ 

日々のあそびの中で保育者と一対一で「ちょうだい」「どうぞ」のやりとりをして楽しんでいくこ

とで自然と「ちょうだい」や「どうぞ」の言葉の意味が分かるようになってくることを感じた。 

A くんは友だちにも興味が出てきて側で同じあそびをすることや真似をすることが増えてきてい

る。 

言葉の意味が分かるようになることで友だちとのやりとりへもつながっていくので保育者とのや

りとりを丁寧に楽しみながら友だちともやりとりする機会を促していきたい。 

最近、Aくんは保育者が「ちょうだい」と言うと持っている玩具を渡し、

保育者が「ありがとう。どうぞ」と玩具を返すやりとりをしている。 

室内あそびで A くんとマラカスであそんでいる時に B ちゃんも側に来た

ので「B ちゃん A くんにちょうだいだね」声を掛けると A くんは B ちゃ

んにマラカスを渡していた。 

 

 


